
在宅医療についてのアンケート（その１）
回答４４名/60名（Ａ会員）
質問１「在宅医療」をしたことがある。

はい ２６名 いいえ １８名 （表１）
質問２　「いいえ」の理由

対応できない １２名
依頼がない ６名
その他 ０名
回答なし 1名
重複可

質問３ 在宅医療の形体
往診 ２６名 年間６回以下 １１名

７回以上１２回 ２名
１３回以上 ６名
不定期 4名
不明 ３名

定期訪問 ４名 年間１２回～７２回

質問４ 他科との連携
連携あり ４名
なし ２２名

質問５ 今後の眼科の在宅医療の関与が望ましいか
望ましい 19名
思わない 9名
わからない １6名
無回答 1名
重複あり

理由 思う 要望が多い １７名

思わない、わからない診察が難しいなど １２名
時間的に困難 ２名

質問６ 日本眼科医会在宅介護委員会を知っているか
知っている ８名



在宅医療のアンケート（その２）

質問①平成２３年度の往診
した ２３名
していない ２１名

質問② 往診の頻度
毎日 0名
週２回 2名
週１回 ２名
月２回 １名
月１回 ５名
３ヶ月 １名
６ヶ月 １名
年１回 ０名
不定期 １２名

質問③往診人数 表3

質問④主たる病名 表4

質問⑤往診の案内 表5

質問⑥ガイドヘルパー 表6

在宅アンケート（その３）
介護保険の関わり 表7
意見、希望

・在宅医療は必要だと思うが時間をつくるのが困難
・希望があれば応じる。
・定期的に訪問診療に対する眼科の算定できる診療報酬が不明確。
・往診は車で行くが個人宅の場合駐車場所に困る。
・医院近辺の患者に関して必要があれば往診する。時間的に限られるので、
条件を設ける必要があるかも
・往診ではできる検査治療に制限があるので、できるだけ介助者につれて
きてもらい診療処置をおこなう。
眼科のない病院に入院中で往診の依頼があり、診察料と往診料のみで請求。
その病院のスタッフに処置の指示を出す。
施設入所者であっても直接患者の家族からの依頼で往診している。
通院できる者への定期的往診は問題あり。
・昼休憩が１時間３０分であるため、往診の範囲が限定される。
・特殊ですが、往診先は１３００件。アンケートの範囲では伝わりにくいことがる。
・他の科の医師からの浸透が低く眼科への往診の依頼が少ない。
・眼科検査は在宅ではあまりできない、限られている。
・多忙にて往診する時間がない。
・往診しても手持ちスリットでは十分な処置がしづらい。


